
広 報広 報

Sakuragawa Public RelationsSakuragawa Public Relations

No.19
2006
     /1

■ ７月から岩瀬・大和・真壁地区の一部で公共下水道工事

　 が始まります

■ 受章おめでとうございます

■ 国民健康保険税率が統一されました

■ 大洗水族館に桜川市産みかげ石のイルカのモニュメント 
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さくらがわ　2006.7.1

工
事
箇
所
付
近
は
通
行
規

制
に
な
り
ま
す

　

工
事
箇
所
付
近
の
道
路
は
、
原

則
と
し
て
全
面
通
行
止
め
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
工

事
箇
所
の
道
路
幅
に
よ
っ
て
は
、

車
両
の
片
側
通
行
や
、
歩
行
者
・

自
転
車
な
ど
の
通
行
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
必

ず
交
通
整
理
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。
指
示
を
受
け
ず
に
工

事
箇
所
に
近
づ
く
こ
と
は
非
常
に

危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
立
ち
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
事
時
間
お
よ
び
通
行

規
制
の
時
間
は
、
午
前
８
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。
作
業
の
都

合
に
よ
り
多
少
規
制
時
間
が
延
長

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
時
間
帯
以
外
は
、
通
行
で
き
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

バ
ス
停
が
変
更
に
な
る
箇

所
が
あ
り
ま
す

　

工
事
期
間
中
、
バ
ス
な
ど
の
大

型
車
が
通
行
で
き
な
い
た
め
、
運

行
コ
ー
ス
お
よ
び
バ
ス
停
留
所
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
変

更
す
る
バ
ス
停
留
所
に
は
、
変
更

期
間
、
変
更
先
な
ど
を
示
し
た
案

内
板
を
掲
示
し
ま
す
。
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
関
東
鉄
道

バ
ス
・
関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
）

運
行
コ
ー
ス
と
バ
ス
停
の
変
更
予

定
箇
所

・
岩
瀬
庁
舎
（
旧
岩
瀬
町
役
場
）

　

南
側
と
東
側
の
道
路

・
真
壁
小
学
校
の
東
側
の
道
路

下
水
道
工
事
に
あ
わ
せ
た

水
道
管
の
更
新
・
布
設
替

え
も
行
わ
れ
ま
す

　

岩
瀬
処
理
区
で
は
、
下
水
道
工

事
に
あ
わ
せ
て
古
い
水
道
管
の
取

替
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
真

壁
処
理
区
お
よ
び
大
和
処
理
区

で
は
、
下
水
道
管
の
布
設
に
伴
う

水
道
管
の
布
設
替
工
事
を
行
い
ま

す
。
こ
の
際
に
、
一
時
的
に
水
道

を
断
水
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
断
水
す
る
場
合
は
、

事
前
に
広
報
車
な
ど
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

工
事
箇
所
は
工
事
案
内

板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

今
年
度
の
下
水
道
工
事
は
、
岩

瀬
処
理
区
が
６
工
区
、
大
和
処
理

区
が
３
工
区
、
真
壁
処
理
区
が
５

工
区
に
分
け
て
行
う
予
定
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
工
区
で
の
工
事
箇
所

や
通
行
止
め
の
情
報
は
、
工
事
箇

所
付
近
に
設
置
す
る
工
事
案
内
板

や
桜
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど

に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。県

の
下
水
道
幹
線
工
事
も

行
わ
れ
ま
す

　

岩
瀬
処
理
区
の
旧
国
道
50
号
線

で
、
茨
城
県
（
小
貝
川
東
部
流
域

下
水
道
事
業
）
の
下
水
道
幹
線
工

事
も
行
わ
れ
ま
す
。
工
事
は
、
道

路
の
地
下
を
掘
っ
て
い
く
推
進
工

法
（
ト
ン
ネ
ル
工
事
）
で
行
わ
れ

ま
す
。
発
進
立
坑
と
な
る
鍬
田
地

区
の
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
西
側
と

中
央
児
童
公
園
前
の
２
箇
所
の
道

路
は
、
24
時
間
片
側
通
行
と
な
り

ま
す
。

　

片
側
通
行
の
期
間
は
、
今
秋
以

降
の
半
年
か
ら
１
年
と
な
る
予
定

で
す
。
な
お
、
工
事
の
進
捗
状
況

に
よ
っ
て
は
、
延
長
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
工
事
に
つ
い
て
の
問
合
先
／

下
水
道
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
、
内
線
１
１
６
６
）・

桜
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.city
.sa
k
u
ra
g
a
w
a
.lg
.jp
/

（
※
「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
↓
「
暮

ら
し
の
情
報
」
↓
「
上
・
下
水
道
」

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

2さくらがわ　2006.7.13

７月から
岩瀬・大和・真壁地区の一部で

公共下水道工事が始まります。

桜川市役所
 　岩瀬庁舎
桜川市役所
 　岩瀬庁舎 山王病院山王病院

山王神社山王神社

岩瀬駅岩瀬駅

万寿園万寿園

岩瀬中央
児童公園
岩瀬中央
児童公園

県西総合病院県西総合病院

岩瀬幼稚園岩瀬幼稚園
岩瀬運動場岩瀬運動場

　　平成18年度　桜川市工事箇所

　　平成18、19年度　県幹線施工箇所

○　県施工立坑（発進立坑）

◎　県施工立坑（到達立坑）

（県施工は推進（トンネル）工事のため

　◎の立坑位置で片側通行となります。）

岩瀬処理区

真壁処理区

桜川市役所
真壁庁舎
桜川市役所
真壁庁舎

真壁高校真壁高校

真
壁
小
学
校

真
壁
小
学
校

真壁電報電話局真壁電報電話局

　　平成18年度　桜川市工事箇所　　平成18年度　桜川市工事箇所 大和処理区

阿部田地区阿部田地区

　　平成18年度　桜川市工事箇所　　平成18年度　桜川市工事箇所

雨引小学校雨引小学校

平成18年度公共下水道工事予定箇所

（工事の事情により工事箇所を変更することがあります）
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館
支
部
長
・
常
務
・
専
務
理

事
を
経
て
、
平
成
６
年
理
事

長
就
任
。
県
理
容
専
修
学
校

長
兼
任
。
近
年
は
、
全
国
理

容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
副
理
事
長
と
し
て
全
国
各

地
で
講
演
会
の
講
師
な
ど
も

務
め
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
、「
多
く
の
皆
様

の
暖
か
い
ご
指
導
ご
支
援
に

よ
り
、
旭
日
雙
光
章
を
受
章

す
る
事
が
出
来
、
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ

と
の
な
い
様
、
一
層
精
進
し

て
参
り
ま
す
。」
と
受
章
の

喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
旭

き
ょ
く

日じ
つ

雙そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

　

【
生
活
衛
生
功
労
】

現 

全
国
理
容
生
活
衛
生
同

　

業
組
合
連
合
会
副
理
事
長

　

竹た
け

中な
か　

進
す
す
む

さ
ん

（
70
歳
・
真
壁
町
真
壁
地
区
）

　

竹
中
さ
ん
は
、
昭
和
45
年

に
県
理
容
環
境
衛
生
同
組
合

の
評
議
員
に
就
任
以
来
、
下

理
容
業
界
の
発
展
に
尽
力

長
・
議
長
な
ど
を
歴
任
。
そ

の
後
、
５
期
17
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
旧
大
和
村
長
を
務

め
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
今
回
、
旭
日

小
授
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た

こ
と
は
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
謹
ん
で

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
、
こ
の
光
栄
を
汚
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
域
社

会
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
す

覚
悟
で
お
り
ま
す
。」
と
受

章
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

◆
旭

き
ょ
く

日じ
つ

小
し
ょ
う

綬じ
ゅ

章
し
ょ
う

　

【
地
方
自
治
功
労
】

　

 

元 

大
和
村
長

　

飯い
い

島じ
ま　

輝て
る

信の
ぶ

さ
ん

　

（
72
歳
・
本も

と

木ぎ

地
区
）

　

飯
島
さ
ん
は
、
昭
和
46
年

か
ら
４
期
13
年
間
旧
大
和
村

議
会
議
員
を
務
め
、
そ
の
間
、

総
務
常
任
委
員
長
や
副
議

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

で
団
長
を
務
め
る
な
ど
、
50

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域

の
防
災
・
安
全
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
平
成
６
年

に
、
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
し
ょ
う

を
賜
り
、
そ

し
て
再
び
、
瑞
寶
雙
光
章
拝

受
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と

は
人
生
最
大
の
喜
び
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
、
苦
楽

を
共
に
し
た
同
士
と
皆
様
方

の
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
で
あ

り
、
蔭
な
が
ら
支
え
て
く
れ

た
妻
と
共
に
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。」
と
受
章
の

喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い

寶ほ
う

雙そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

　

【
消
防
功
労
】

　

元 

真
壁
町
消
防
団
団
長

　

潮
う
し
お

田だ　

昇
し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
75
歳
・
真
壁
町
真
壁
地
区
）

　

潮
田
さ
ん
は
、
昭
和
26
年

旧
真
壁
町
消
防
団
入
団
。
以

後
、
副
団
長
な
ど
を
歴
任
。

昭
和
59
年
か
ら
平
成
16
年
ま

地
域
防
災
活
動
に
尽
力
半
世
紀

　

荻
原
さ
ん
は
、
昭
和
26
年

か
ら
平
成
12
年
ま
で
の
49
年

間
、
旧
岩
瀬
町
統
計
調
査
員

と
し
て
国
勢
調
査
や
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
の
各
種

統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
統

計
思
想
の
普
及
と
向
上
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
今
回
の
褒
章

に
際
し
ま
し
て
は
、
地
域
の

皆
様
方
の
長
年
に
わ
た
る
暖

か
い
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

の
受
章
に
恥
じ
ぬ
よ
う
一
層

精
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。」

と
受
章
の
喜
び
を
述
べ
ま
し

た
。

◆
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
し
ょ
う

　

【
統
計
調
査
功
績
】

元 

国
勢
調
査
員

　

荻お
ぎ

原わ
ら　

文ふ
み

雄お

さ
ん

　

（
80
歳
・
鍬く

わ

田た

地
区
）

統
計
思
想
の
普
及
と
向
上
に
尽
力

民
生
委
員
推
薦
委
員
・
理
事
・

副
会
長
を
歴
任
。
地
域
福
祉

の
重
要
性
を
唱
え
、
町
社
会

福
祉
の
構
築
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
氏
は
、「
今
回
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
で
き
ま
し
た
こ

と
は
誠
に
栄
誉
な
こ
と
で
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

偏
に
、
地
域
の
皆
様
の
暖
か

い
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
心

よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
栄

誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
一
層
精
進
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。」
と
受

章
の
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
し
ょ
う

【
社
会
福
祉
功
績
】

　

 

元 

民
生
・
児
童
委
員

　

高た
か

橋は
し　

右う

一い
ち

さ
ん

　

（
76
歳
・
下し

も

泉
い
ず
み

地
区
）

　

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
52
年

か
ら
24
年
間
、
旧
岩
瀬
町
民

生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、

そ
の
間
、
同
協
議
会
会
長
、

社
会
福
祉
の
構
築
に
尽
力

受
章

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

〜
平
成
18
年 

春
の
叙じ

ょ

勲く
ん

・
褒ほ

う

章
し
ょ
う

〜

　

平
成
18
年

春
の
叙
勲
・
褒
章
が
内
閣
府
か
ら
発

表
さ
れ
、
桜
川
市
か
ら
５
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
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国
民
健
康
保
険
税
率
が
統
一
さ
れ
ま
し
た

〜 

納
税
通
知
書
は
、
８
月
中
旬
に
送
付 

〜

　

桜
川
市
は
、
昨
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

国
民
健
康
保
険
税
率
な
ど
は
、
平
成
17
年
度
中
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
旧
町
村
の
税
率
で
賦
課
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

桜
川
市
で
は
、
法
定
で
同
じ
給
付
が
行
わ
れ
る
医

療
な
ど
以
外
で
、
市
の
条
例
な
ど
で
定
め
る
出
産
や

葬
祭
に
関
す
る
給
付
や
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
な
ど
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
同
じ
給
付
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
加
入
者
の
皆
様
が
同
じ
保
険
税
率
で
同

じ
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
、
桜
川
市
の
国
民
健
康
保

険
を
運
営
し
て
い
く
上
で
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険

税
率
は
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
や
市
議
会
の

審
議
を
経
て
、
左
記
表
の
と
お
り
統
一
し
た
税
率
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
加
入
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
に
所
得
が
確
定
す
る
こ
と
に
伴
い
、

税
率
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
が
同

月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

区　分 税　率 適　　　用

医療分

所 得 割 7.00％ ・ 所得割　世帯の被保険者
の所得に応じて計算され
ます。

・ 資産割　世帯の被保険者
の資産に応じて計算され
ます。

・ 均等割　被保険者一人当
たりの額

・平等割　1世帯の額

資 産 割 28.00％

均 等 割 20,000 円

平 等 割 28,000 円

介護分

所 得 割 1.20％

資 産 割 4.50％

均 等 割 7,000 円

平 等 割 3,000 円

統一された国民健康保険税率

給

付

費

等

葬　祭　費 葬祭を行った方に 5万円を給付

人間ドックの助成

ド ックの種類／脳・併用ドック
の追加

助 成額／一般：2万 7千円、
　 脳：3万 5千円、併用：5万
4千円

健康優良世帯の表彰 事業の実施

　

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
（
70
歳
以
上
で
、

老
人
保
健
該
当
で
な
い
方
、
昭
和

７
年
10
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
が
対
象
）の
更
新
の
時
期
で
す
。

　

毎
年
８
月
に
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
対
象

者
に
は
、
７
月
下
旬
に
直
接
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
（
70
歳
以

上
の
方
が
対
象
者
）
が
入
院
し
た

場
合
、
１
か
月
に
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
う
費
用
は
、
世
帯
ご
と

の
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
食

事
に
つ
い
て
も
下
表
の
額
を
支
払

う
だ
け
で
す
み
ま
す
。
残
り
は
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
低
所
得
Ⅱ
・
Ⅰ
の

人
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
減
額
適
用
も
、
毎
年
８
月

に
更
新
さ
れ
ま
す
。
世
帯
の
全
員

が
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
減
額

適
用
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

と
入
院
時
の
減
額
適
用

申
請
等
の
お
知
ら
せ

国
保
年
金
課

（　

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
／

内
線
１
１
３
６
、１
１
３
７
）

桜川市になって統一された給付費等

所得区分
入院時の一部負担金
( １か月当たり )

入院時の食事代
(1食当たり )

一定以上の
所得者

72,300 円 ＋ ( 実 際
にかかった医療費 )
× 1％

260 円

一般の方 40,200 円

低所得Ⅱの方 24,600 円

90 日までの入院
210 円

90 日以上の入院
160 円

低所得Ⅰの方 15,000 円 100 円
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Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
無
人

田
植
機
に
よ
る
ロ
ン
グ
マ
ッ
ト
苗
移
植
実
演
会
の
模
様

無人田植機によるロングマット苗移植実演会

一
列
に
並
ん
で
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
開
け
ら
れ
た
穴
に
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
付
け
る
や
ま
と
幼
稚
園
園
児

た
ち

幼稚園児が真壁高校農場でサツマイモの苗植え体験

News＆ Topics

第
53
回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
で
準
優
勝
し
た
、
岩

瀬
日
大
高
等
学
校
剣
道
部
の
み
な
さ
ん

岩瀬日大高校剣道部が関東大会で準優勝

岩
瀬
子
育
て
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
と
団
ら
ん
す
る
仙
波

由
美
子
さ
ん

仙
せんば

波由
ゆ

美
み

子
こ

さんから岩瀬子育てクラブに児童向け図書の寄贈

大
和
庁
舎
敷
地
に
寄
贈
さ
れ
た
五
葉
松
の
前
で
、
中
田

市
長
を
囲
ん
だ
常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん

常
ひたち

陸大
やま と

和ライオンズクラブから大和庁舎に五
ごよう

葉松
まつ

の寄贈

（
株
）常
陽
銀
行
真
壁
支
店　

飯
田
支
店
長（
写
真
左
）が
真

壁
庁
舎
に
来
庁
し
、
石
川
教
育
長（
写
真
右
）
に
防
犯
ブ

ザ
ー
４
７
９
個
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(株) 常陽銀行から新入学児に防犯ブザーの寄贈

　岩瀬子育てクラブに、仙波由美子さん（犬田地区）

から児童向け図書 95冊の寄附がありました。

　同クラブは、保護者および家族が昼間労働などに

より家庭にいない児童が、空き教室で指導員と一緒

に過ごすことによって放課後の保護および健全育成

を目的に行われているものです。仙波さんは、自然

教育の指導員として同クラブを訪れた時に、もっと

本があったらいいなと感じ、今回の寄附になりまし

た。「本をたくさん読んで、のびのびと元気に育っ

てほしい。」と仙波さんは述べていました。

　この度、常陸大和ライオンズクラブから大和庁舎

敷地に五葉松の寄贈がありました。

　これは、同クラブから桜川市誕生記念に寄贈され

たもので、この五葉松は、北海道南部から九州の山

地に生育し、一か所から５本の針葉が生えることが

名前の由来です。「松は古来からよく霜雪に耐え、

常に緑を保ち、さらに、めでたい意味を含みます。

また、この五葉松は、1本の幹より 3本の枝が出て

おり、旧岩瀬町・真壁町・大和村の合併のシンボル

となるようにと寄贈したものです。市民の皆様に末

永く可愛がっていただければ幸いと思います。」と

海老澤会長は述べていました。

　（株）常陽銀行から、桜川市の 11校の小学校新入

学児童 479 人に、防犯ブザーの寄贈がありました。

　これは、同行が昨年創立 70周年記念事業の一環

として初めて行ったもので、安心して生活できる地

域社会づくりに貢献できればという役職員一同の願

いと、児童一人ひとりの防犯意識の向上につながれ

ばと、今年も引き続き行われているものです。なお、

同行のこの取り組みは来年度以降も継続されるそう

です。

　防犯ブザーは、万が一の事件発生の予防措置と

して抑止効果を発揮するものですが、もしブザーが

鳴った時には、地域の皆様のご協力をお願いいたし

ます。

　GPS（全地球測位システム）を利用した無人田植

機による、ロングマット水耕苗の移植実演会が岩瀬

地区富岡で行われました。

　これは、茨城ロングマットクラブ（渡辺仁会長）

主催で行われたもので、参集した関係団体や近隣農

家などの約 200 人の方は熱心に見学していました。

このロングマット水耕育苗は、土を使わない育苗方

法で、不織布に種
たね

籾
もみ

を蒔き、水を循環させながらパ

イプハウス内で育苗します。育苗した苗はロール状

に巻き取り、専用の田植機で植え付けます。これに

より、今後、田植え技術の省力化・軽労化技術とし

て普及が期待されます。

　やまと・真壁幼稚園の年長園児 172 人が、県立

真壁高等学校の稲
いなり は ら

荷原農場（真壁町原
はら

方
がた

地内）の畑

で、サツマイモの苗植えを体験しました。

　これは、同校が子ども達に作物を育てる喜びを体

験してもらおうと行っているもので、園児たちは、

畑を管理する同校教諭から植え方の説明を聞いた

後、早速、一人 10 本ずつ苗を受け取り、畑に出て

苗植えに挑戦。畝
うね

ごとに張った黒いビニールシート

に開けた穴に次々と苗を差し込み、土をかぶせてい

きました。園児の一人は「早く、サツマイモになぁ

れ。」と、収穫が待ち遠しそうでした。

　埼玉県越谷市で開催された、「第 53 回関東高等

学校剣道大会」で、岩瀬日大高等学校剣道部が男子

団体で準優勝を飾りました。

　この大会は、昭和 29年にはじまり半世紀にもわ

たる長い歴史と伝統を誇るもので、同校は、関東 1

都 7県の予選を勝ち抜いた強豪校がひしめきあう

中、日頃の練習成果を遺憾なく発揮。決勝戦では、

数々の全国大会で優勝を経験している桐
とう

蔭
いん

学園（神

奈川県代表）と対戦。試合は、大将戦までもつれ込

む展開となり熱戦の末敗れましたが、今後の同校の

活躍が期待されます。
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※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

７
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税  　
　
　

２
期

納
期
限:

７
月
31
日
（
月
）

■
場
所
／
茨
城
県
常
陸
太
田
市
西

河
内
地
内

■
申
込
方
法
／
7
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
本
機
構
へ
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
（
財
）
グ

リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
（

０
２
９
４-

72-

２
２
６
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

「
岩
瀬
痩そ

う

舞ぶ

会
」・
キ
ッ
ズ

「
舞ま

い

姫ひ
め

」
メ
ン
バ
ー
募
集
！

岩
瀬
痩
舞
会

　

私
た
ち
は
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
演
舞

を
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ

と
が
大
好
き
な
方
、
運
動
不
足
の

方
、
桜
の
よ
う
に
舞
い
美
し
く
な

り
ま
し
ょ
う
！

　

特
に
若
い
男
性
メ
ン
バ
ー
大
募

集
中
。
見
学
オ
ッ
ケ
ー
で
す
。

 

岩
瀬
痩
舞
会

■
対
象
者
／
中
学
生
以
上
の
男
女

■
練
習
日
／
毎
週
水
曜
日:

19
時

平
成
18
年
度
県
政
ふ
れ
あ
い

バ
ス茨

城
県
県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

茨
城
県
で
は
、
一
般
県
民
の
方

を
対
象
に
県
や
県
政
の
施
策
に
関

連
す
る
施
設
等
を
見
学
し
て
い
た

だ
き
、
行
政
の
施
策
に
関
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
趣

旨
か
ら
「
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

の
参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

 

親
子
コ
ー
ス
Ｂ

■
参
加
資
格
／
県
内
に
居
住
す
る

小
中
学
生
（
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
）

■
開
催
日
お
よ
び
見
学
場
所
／
9

月
9
日
（
土
）・
産
業
技
術
総
合

研
究
所
、
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、

田
園
都
市
島
名 

み
ら
い
平

■
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
各
自
持

参
）

■
申
込
締
切
り
／
8
月
4
日（
金
）

 

一
般
コ
ー
ス
Ａ

■
参
加
資
格
／
15
歳
以
上
の
県
内

居
住
者
（
中
学
生
お
よ
び
県
職
員

を
除
く
。）

■
開
催
日
お
よ
び
見
学
場
所
／
8

月
25
日
（
金
）・
天
心
記
念
五
浦

美
術
館
、
岬
公
園 

六
角
堂
、
ガ

ラ
ス
工
房
シ
リ
カ

■
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
各
自
持

参
）

■
申
込
締
切
り
／
7
月
21
日（
金
）

 

一
般
コ
ー
ス
Ｂ

■
参
加
資
格
／
15
歳
以
上
の
県
内

居
住
者
（
中
学
生
お
よ
び
県
職
員

を
除
く
。）

■
開
催
日
お
よ
び
見
学
場
所
／
10

月
11
日
（
水
）・
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、

田
園
都
市
島
名 

み
ら
い
平

■
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
各
自
持

参
）

■
申
込
締
切
り
／
9
月
8
日（
金
）

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
希
望

者
全
員
の
必
要
事
項
（
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
乗

車
場
所
な
ど
）
を
記
入
し
、
県
西

地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課
に

各
コ
ー
ス
締
切
日（
当
日
消
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
1

枚
の
は
が
き
で
最
大
4
名
ま
で
申

込
み
が
可
能
で
す
。
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
結
果
を

当
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
県

西
地
方
総
合
事
務
所 

県
民
生
活

課
（
〒
３
０
８-

８
５
１
０
筑
西

市
二
木
成
６
１
５
／

０
２
９
６

-
24-
９
０
９
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

習
得
「
エ
ク
セ
ル
」
応
用
講

座
（
平
日
コ
ー
ス
）

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
受
講
料
／
6
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
（
2
千
円
前
後
）

は
別
途
負
担
願
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
筑
西
広
域
圏
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方

■
実
施
日
時
／
7
月
18
日
（
火
）・

19
日
（
水
）・
20
日
（
木
）、
9
時

〜
16
時

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（

０
２
９
６-

75-

１
２
５
４
代

表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
そ
ば
の
学
校
」
生
徒
募
集
！

 

（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と振

興
機
構

　

地
元
の
農
家
の
方
と
触
れ
合

い
な
が
ら
、〝
常
陸
秋
そ
ば
〞の
種

ま
き
か
ら
そ
ば
打
ち
・
そ
ば
つ
ゆ

作
り
ま
で
を
、
全
9
回
で
学
べ
る

学
校
を
開
校
し
ま
す
。「
そ
ば
屋
」

開
業
や
「
そ
ば
栽
培
」
を
志
す
方

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
参
加
費
／
一
人:

３
万
円
（
宿

泊
代
・
諸
経
費
含
む
）

■
募
集
人
数
／
20
人
（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

｢

ア
イ
デ
ア
す
い
と
ん｣

大
募
集

桜
川
市
真
壁
商
工
会

　

「
夏
の
す
い
と
ん
」
を
テ
ー
マ

に
、
本
年
度
も
ア
イ
デ
ア
す
い
と

ん
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
夏
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
、
美
味
し
い
す
い
と

ん
を
作
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
よ
る

(

商
工
会
も
し
く
は
Ｈ
Ｐ
よ
り)

■
審
査
／
書
類
審
査
の
結
果
、
実

技
審
査
を
実
施
（
別
途
通
知
）

■
賞
／
大
賞
5
万
円
・
す
い
と
ん

賞
3
万
円
・
ア
イ
デ
ア
す
い
と
ん

賞
1
万
円
（
応
募
者
全
員
に
記
念

品
）

■
締
切
り
／
7
月
31
日

■
応
募
・
問
合
先
／
桜
川
市
真

壁
商
工
会(

０
２
９
６-

55-

４
１
１
１)

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

か
ら
21
時
、
毎
週
土
曜
日:

13
時

か
ら
15
時

■
諸
経
費
／
入
会
金:

１
万
円
・

年
会
費:

３
千
円

 

舞
姫

■
対
象
者
／
3
歳
か
ら
小
学
生
の

男
女

■
練
習
日
／
第
1
・
3
土
曜

日:

10
時
30
分
か
ら
12
時
、
第

2
・
4
土
曜
日:

15
時
か
ら
16
時

30
分

■
諸
経
費
／
前
期
、
後
期
と
も
各

３
千
円

※
練
習
場
所
は
共
に
岩
瀬
中
央
公

民
館
で
す
。

■
問
合
先
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

（

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４
・

担
当:

仁
平
ま
た
は
代
表
者:

若
林

正
則
／
岩
瀬
痩
舞
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

h
ttp
://w

w
w
.h
p
m
ix
.co
m
/

h
om
e/sou

b
u
k
a
i/#

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

社
交
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
桜
川
ク
ラ
ブ

　

社
交
ダ
ン
ス
の
初
心
者
の
方
を

対
象
に
、
8
月
か
ら
10
月
ま
で
の

3
か
月
間
、
次
の
よ
う
に
講
習
会

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
8
月
か
ら
10
月
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
・
20
時
〜
22
時
ま
で

■
場
所
／
大
和
中
学
校
体
育
館

■
会
費
／
無
料

■
講
師
／
Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｆ
ラ
テ
ン
Ｄ

級
・
モ
ダ
ン
Ｃ
級:

広
沢
勲
・
真

江
組

■
定
員
／
男
性
15
人
・
女
性
15
人

（
先
着
順
）

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
桜

川
ク
ラ
ブ
（

０
２
９
６-

58-

６
６
６
７:

広
沢
ま
で
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

研
修
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

茨
城
県
子
ど
も
家
庭
課

　

茨
城
県
で
は
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、
託
児
付
き
（
3
歳
以
上
、
要

予
約
）
で
「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
研
修
」
を
開
講
し
ま
す
。

子
育
て
の
経
験
が
あ
る
方
も
、
そ

う
で
な
い
方
も
、
育
児
支
援
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
受
講
後
に
活
動
を
希
望

さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
名

簿
に
登
録
し
、
桜
川
市
に
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
、

子
育
て
支
援
事
業
や
保
育
所
な
ど

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

 

研
修
場
所
と
期
日

・ 

水
戸
会
場
／
県
立
青
少
年
会
館

:

８
月
4
日
（
金
）、
8
日
（
火
）

・ 

日
立
会
場
／
日
立
市
女
性
セ
ン

タ
ー:

８
月
7
日
（
月
）、
9
日

（
水
）

・ 

土
浦
会
場
／
土
浦
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー:

８
月
5
日

（
土
）、
10
日
（
木
）

※
各
会
場
と
も
、
研
修
時
間
は
9

時
〜
17
時
で
す
。

■
研
修
内
容
／
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
必
要
な
知
識
（
子

ど
も
と
の
接
し
方
、
遊
び
方
、
事

故
の
予
防
と
手
当
、
食
育
な
ど
）

■
受
講
料
／
無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
5
百
円
が
必
要
）

■
申
込
方
法
／
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
リ
リ
ー
保

育
福
祉
専
門
学
校
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送

付
。用
紙
は
、茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
県
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
募
集
）」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
リ

リ
ー
保
育
福
祉
専
門
学
校
（

０
２
９-

２
２
６-

０
２
０
６

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９-

２
２
８-

１
８
８
０
）、
桜
川
市
児
童
福
祉

課
お
よ
び
県
子
ど
も
家
庭
課
少
子

化
対
策
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
／
7
月
15
日
（
土
）

必
着

■
問
合
先
／
茨
城
県
子
ど
も
家
庭

課
少
子
化
対
策
室
（

０
２
９-

３
０
１-

３
２
６
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

人
形
遣づ

か

い
募
集

人に
ん

形
ぎ
ょ
う

浄
じ
ょ
う

瑠る

璃り

真ま

壁か
べ

白し
ら

井い

座ざ

　

人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井
座
で
は

人
形
遣
い
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

文
楽
や
桜
川
の
伝
統
芸
能
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
募
集
内
容
／
男
女
を
問
い
ま
せ

ん
。
市
外
か
ら
の
参
加
も
可
能
で

す
。

■
稽
古
・
会
場
／
毎
週
木
曜

日:

19
時
か
ら
・
真
壁
中
央
公
民

館■
参
加
費
／
座
員
の
月
会
費:

５

百
円

■
主
な
活
動
／
年
一
回
定
期
公
演

■
稽
古
内
容
／
人
形
の
か
し
ら
、

足
、
左
手
の
動
か
し
方
を
学
び
、

1
体
の
人
形
を
人
間
の
よ
う
に
動

か
し
ま
す
。

※
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
11
月
、

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化

祭
に
「
女め

お
と
ま
つ
つ
く
ば
の
あ
け
ぼ
の

夫
松
菟
玖
波
曙 

伝
で
ん
し
ょ
う正

寺じ

か
ら
山
頂
の
段
」
を
上
演
し
ま

す
。
真
壁
平
四
郎
の
出
世
譚た

ん

と
羽

鳥
大
同
松
の
伝
説
を
も
と
に
制
作

し
た
真
壁
白
井
座
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

浄
瑠
璃
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
歴
史
民

俗
資
料
館
（

０
２
９
６-

55-

０
５
５
６
）

募　

集

お
知
ら
せ



　

梅
雨
明
け
が
近
づ
く
と
、
祇
園

祭
り
の
季
節
と
な
り
ま
す
。
旧
暦

６
月
７
日
・
14
日
を
中
心
と
す
る

京
都
八
坂
神
社
の
祭
礼
を
祇
園
祭

と
呼
び
、
全
国
の
八
坂
神
社
で
も

こ
の
前
後
（
現
在
の
７
月
下
旬
）

に
祇
園
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
坂
神
社
に
限
ら
ず
夏
祭
り
を

祇
園
祭
と
呼
ぶ
例
は
多
く
、
真
壁

の
祇
園
祭
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

「
五ご

し
ょ
こ
ま
が
た
き
じ
ん
じ
ゃ

所
駒
瀧
神
社
の
祭
事
」
と

し
て
国
の
文
化
財
に
も
選
択
さ
れ

て
い
る
祭
礼
で
、
真
壁
市
街
地
の

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴
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祇
園
祭
の
歴
史

11 さくらがわ　2006.7.1

各
地
区
（
五
町
内
）
の
世
話
人
が

中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。　

　

か
つ
て
は
旧
暦
６
月
中
旬
に
実

施
さ
れ
、「
本
祇
園
」と
称
し
て「
屋

台
手
踊
り
」
の
奉
納
を
最
大
の
見

せ
場
と
し
て
い
ま
し
た
。
左
上
の

文
書
は
、５
月
の
踊
り
取
り
決
め
、

稽
古
始
め
に
始
ま
り
、
祭
り
の
当

日
、
終
了
後
に
年
番
を
次
の
町
内

に
渡
す
「
笠
抜
」
ま
で
の
踊
り
に

関
す
る
届
け
や
挨
拶
な
ど
に
つ
い

て
五
町
内
の
世
話
人
が
取
り
交
わ

し
を
し
た
も
の
で
す
。

　

年
番
（
当
番
）
町
は
祭
礼
全
体

の
切
り
盛
り
を
行
い
、
手
踊
り
の

女
性
が
町
内
で
ま
か
な
え
な
く
な

る
と
、
芸
者
衆
を
集
め
る
な
ど
莫

大
な
費
用
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
以

後
、
財
政
事
情
も
あ
り
本
祇
園
は

行
わ
れ
ず
、
神
輿
の
巡
幸
は
同
じ

で
す
が
、
手
踊
り
屋
台
で
は
な
く

各
町
の
山
車
の
み
が
出
る
、
臨
時

祭
典
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
、
秋
に
か
け
て
、

桜
川
市
内
の
各
地
区
で
様
々
な
祭

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
積
極
的
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
祭
り
の
歴
史

に
つ
い
て
も
語
り
継
い
で
ゆ
く
機

会
と
し
た
い
も
の
で
す
。　

●
歴
史
・
文
化
講
座
②

「
古
文
書
の
魅
力
と
読
み
方
」

■
日
時
／
８
月
12
日
（
土
）
13
時

30
分
〜

■
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
対
象
／
先
着
20
人
・
無
料

■
申
込
先
／
歴
史
民
俗
資
料
館

　

桜
川
市
に
は
数
多
く
の
古
文

書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

郷
土
の
古
文
書
を
読
み
解
く
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
歴
史
が
明
ら
か

に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
今
回
は
文

字
の
読
み
方
で
は
な
く
、
活
字
に

な
っ
た
史
料
か
ら
、
歴
史
を
ど
う

考
え
る
か
、
古
文
書
の
裏
側
を
探

り
ま
す
。

御
ごさいれいかけあいぎじょうのこと

祭礼懸合議定之事（鈴木家文書）

　

も
め
ん
の
布
は
吸
汗
性
に
富

み
、
夏
の
衣
料
と
し
て
最
良
の
も

の
で
す
。

　

も
め
ん
が
衣
料
と
し
て
一
般

に
普
及
す
る
の
は
江
戸
時
代
以

降
の
こ
と
。
桜
川
流
域
の
農
家
で

は
綿
が
栽
培
さ
れ
、
木
綿
が

織
ら
れ
て
い
た
歴
史
が
古

文
書
資
料
か
ら
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
ま
で
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

な
衣
料
が
安
価
に
、

す
ぐ
に
手
に
入
り

ま
す
が
、
当
時

木
綿
は
女
性
た

ち
が
忙
し
い
家

事
や
農
作
業

の
合
間
に
綿

か
ら
糸
へ
、

糸

か

ら

布
へ
、

布

か

ら
き
も

の
へ
と

長
い
工
程
を
経
て
作
っ
た
も
の

で
、
手
ぬ
ぐ
い
一
枚
で
も
貴
重
な

布
で
し
た
。

　

展
示
資
料
は
昭
和
54
年
に
寄
贈

さ
れ
た
木も

め

ん

じ

ま

綿
縞
の
野
良
着
と
野
良

帯
で
す
。
野
良
着
は
蚊
や
マ
ム
シ

を
除
け
る
と
い
わ
れ
藍
染
め
に
し

 

祇
園
祭
の
歴
史

た
も
の
で
、
洗
え
ば
洗
う
ほ
ど
肌

に
な
じ
み
ま
し
た
。
野
良
帯
は
古

く
な
っ
た
も
め
ん
を
裂
い
て
織
っ

た
も
の
で
、
も
め
ん
の
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
利
用
）
で
す
。
市
松
ま
た

は
石
畳
の
模
様
が
当
時
は
流
行
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
類
す
る
野

良
帯
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
堅

く
も
な
く
柔
ら
か
く
も
な
く
、

適
度
な
締
め
や
す
さ
が
女
性
た

ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
手
作
り
の

衣
類
は
時
代
に
そ
ぐ

わ
ず
、

昭
和
40

年
代
ご

ろ
か
ら
、

次
第
に
処

分
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し

た
。
嫁
入
り
時
に
自
分
で
機
を
織

り
、
仕
立
て
た
地
織
り
の
も
め
ん

の
き
も
の
や
布
団
皮
も
箪た

ん

す笥
の
中

か
ら
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

桜
川
の
も
め
ん
文
化
、
ひ
い
て

は
女
性
た
ち
の
文
化
を
再
考
す
る

機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
の
展
示
資
料

野の

良ら

着ぎ

・
野の

良ら

帯お
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
桜
川
の
も
め
ん
文
化
再
考
ー

排
水
設
備
主
任
技
術
者
資
格

認
定
試
験

下
水
道
課

 

受
験
資
格

　

次
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
が
要
件
で
す
。

・
短
期
大
学
も
し
く
は
高
等
専
門

　

学
校
を
卒
業
し
た
後
、
1
年
以

　

上
下
水
道
工
事
ま
た
は
水
道
工

　

事
（
以
下
「
下
水
道
工
事
等
」

　

と
い
う
。
）
の
設
計
ま
た
は
施

　

工
に
関
し
、
実
務
経
験
を
有
す

　

る
者

・
高
等
学
校
ま
た
は
旧
中
等
学
校

　

を
卒
業
し
た
後
、
3
年
以
上
下

　

水
道
工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施

　

工
に
関
し
、
実
務
経
験
を
有
す

　

る
者

・
継
続
し
て
、
7
年
以
上
下
水
道

　

工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施
工
に

　

関
し
、
実
務
経
験
を
有
す
る
者

■
提
出
書
類
／
受
験
申
込
書
、
履

歴
書
・
住
民
票
の
写
し
・
卒
業
証

明
書
・
写
真
2
枚
・
資
格
証
明
書

■
試
験
日
時
／
10
月
17
日
（
火
）

13
時
30
分
か
ら

■
試
験
会
場
／
筑
西
会
場
（
三

の
丸
ホ
テ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー

ル
）

■
申
込
締
切
／
8
月
8
日
（
火
）

※
資
格
試
験
の
た
め
の
講
習
会
は

9
月
13
日
（
水
）
で
す
。

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
7
月
24
日
（
月
）
9
時

〜
16
時

■
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
1
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
8

月
28
日
（
月
）
大
和
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

生
活
講
座
「
生
命
保
険
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
」
開
催

桜
川
市
く
ら
し
の
会

　

生
命
保
険
活
用
に
関
す
る
生
活

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
生
命
保
険

活
用
ポ
イ
ン
ト
の
講
座
を
開
催
す

る
ほ
か
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日
／
8
月
6
日
（
日
）
10
時

■
場
所
／
真
壁
中
央
公
民
館

■
定
員
／
無
し
（
但
、
資
料
は
先

着
百
人
の
み
）

■
参
加
費
／
無
料

■
主
催
／
桜
川
市
く
ら
し
の
会

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
代

表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

10

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
下
水
道
課

（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１

代
表
）●　

　

●　
　

●　
　

●　
　

●

電
気
設
備
の
安
全
調
査

 

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会

下
館
事
業
所

　

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
下

館
事
業
所
で
は
、
電
気
事
業
法

に
基
づ
き
、
本
年
8
月
か
ら
来
年

1
月
ま
で
桜
川
市
各
地
区
に
お
い

て
、
各
家
庭
の
電
気
設
備
の
安
全

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

制
服
着
用
で
、
腕
章
・
写
真
入

り
調
査
員
証
を
つ
け
た
調
査
員
が

お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
物
品
な
ど
の
販
売
や
金

銭
な
ど
を
請
求
を
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
8
月
の
日
程
／
桜
川
市
大
国

玉
・
金
敷
・
高
久
・
高
森
・
青
木
・

阿
部
田
・
羽
田
・
本
木
・
大
曽
根
・

上
野
原
新
田
の
各
地
区

■
訪
問
時
間
／
9
時
〜
16
時

■
問
合
先
／
（
財
）
関
東
電

気
保
安
協
会
下
館
事
業
所
（

０
２
９
６-

22-

５
５
２
５
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
は
な
し
の
広
場　
　
　
　

　

大
和
中
央
公
民
館

　

紙
し
ば
い･

絵
本
を
中
心
に
し

た
読
み
聞
か
せ
で
す
。

■
日
時
／
7
月
15
日(

土)

14
時

〜
15
時

■
内
容
／
紙
し
ば
い
、絵
本
、ゲ
ー

ム
な
ど

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館
2
階

視
聴
覚
室

■
問
合
先
／
大
和
中
央
公
民
館

(

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７)

※
お
子
様
の
送
迎
は
、
保
護
者
の

方
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

農
林
航
空
防
除
実
施
の
お
知

ら
せ

茨
城
県
西
農
業
共
済
組
合

　

水
稲
の
病
害
虫
防
除
を
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
航
空
防
除
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
危
被
害
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

実
施
日
程
（
予
定
）
お
よ
び
区
域

・ 

７
月
26
日
（
水
）
／
大
国
地

域
、
雨
引
地
域
、
樺
穂
地
域
、

真
壁
地
域
（
県
道
石
岡
下
館
線

の
北
側
ま
で
）

・ 

７
月
27
日
（
木
）
／
真
壁
地

域
（
県
道
石
岡
下
館
線
の
南

側
）
、
谷
貝
地
域
、
紫
尾
地
域

■
散
布
時
間
／
午
前
5
時
頃
〜
午

前
9
時
頃

■
使
用
薬
剤
／
ア
ミ
ス
タ
ー
エ
イ

ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
殺
菌
剤
）、
ス

タ
ー
ク
ル
液
剤
10
（
殺
虫
剤
）

■
対
象
病
害
虫
／
い
も
ち
・
紋
枯

病
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
ヒ
メ

ト
ビ
ウ
ン
カ
、
カ
メ
ム
シ
類

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
天
候
な
ど

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
水
田
近
く
の
野
菜
な
ど
に
つ
い

て
は
、
収
穫
時
期
を
ず
ら
す
な
ど

の
方
法
で
、
飛
散
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に
出

荷
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
前

確
認
を
い
た
し
ま
す
が
、
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
危
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て
ご
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
区
域
内
の
詳
細

場
所
の
散
布
日
程
に
つ
い
て
も
、

お
問
合
せ
の
上
再
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
西
農
業
共

済
組
合
（

０
２
９
６-

30-

２
９
０
０
）

さくらがわ　2006.7.1
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● ８月の予防接種
対象：岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

８/６（日）

友常医院 岩瀬 205 0296- 75- 2023

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

つくし野クリニック 真壁町椎尾 2022 0296- 20- 7755

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

８/13（日）

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

なかはら整形外科医院 真壁町飯塚 496 － 1 0296- 23- 9955

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

８/14（月） 仁保内科医院 真壁町真壁 425 0296- 23- 8088

８/15（火） 安達医院 真壁町田 296 0296- 55- 0061

８/16（水） 大塚外科医院 真壁町亀熊 1900 0296- 55- 0512

８/20（日）

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

阿部田医院 真壁町亀熊 123 － 1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

８/27（日）

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

塚田医院 真壁町飯塚 97－ 1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● ８月の休日応急診療医療機関

８月分 健 康 ガイド

● ８月の乳幼児健診・相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

８/９（水）ＢＣＧ H18. ４月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・

体温計

８/10（木）
三種混合Ⅰ期初回－ 1回目 H18. ２月～３月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
三種混合Ⅰ期初回－ 2回目 H17.12 月～ H18. １月生

《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

８/７（月） ＢＣＧ H18. ４月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体

温計

８/18（金）
三種混合Ⅰ期初回－１回目 H18. ２月～３月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
三種混合Ⅰ期初回－２回目 H17.12 月～ H18. １月生

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

８/７（月）３か月児育児相談 H18. ４月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

８/28（月） １歳児健診 H17. ８月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

８/29（火） １歳６か月児健診 H16.12 月～ H17. １月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

８/９（水）３か月児育児相談 H18. ４月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

８/22（火） ２歳児歯科健診 H16. ６月～７月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

８/24（木） ３歳児健診 H15. ５月～６月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・目と耳

に関するアンケート・尿

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● ８月の成人健診

月　　日 種　　　　　　目 対象地区 持参する物および内容

８/１（火）～３（木）乳がん検診 真壁地区

・20～ 39 歳／超音波検査です。
・40～ 56 歳／超音波検査・マンモ（乳房レントゲン
検査）は 2年に 1回受診できます。

・57歳以上／マンモ（乳房レントゲン検査）です。

８/４（金）・８（火）
 ～ 11（金）・21（月）
 ～ 25（金）

住民健診（結核・肺がん
検診＋基本健康診査）

岩瀬地区 肝炎ウィルス検査、前立腺がん検査も実施します。

８/29（火）～ 31（木）
乳がん検診 大和地区

・20～ 39 歳／超音波検査です。
・40～ 56 歳／超音波検査・マンモ（乳房レントゲン
検査）は 2年に 1回受診できます。

・57歳以上／マンモ（乳房レントゲン検査）です。

子宮がん検診 大和地区

対象／「平成 18年度の桜川市健康診査の申込み」調査で健診を希望された方

● ８月の精神保健

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

８/21（月） こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予
約）
会場：岩瀬福祉センター

● ８月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 受 付 時 間 受 付 時 間 持参する物および内容

８/10（木） 楽しい子育て教室
生後 2か月～ 4か月児
の保護者

10：00 ～ 11：30

バスタオル 1枚、おねしょパッ

トまたはレジャーシート、麦茶

や湯ざましなどの水分やミルク

（要予約）

 会場：岩瀬福祉センター

さくらがわ　2006.7.1さくらがわ　2006.7.1

※ 「桜川市健康カレンダー」の中の、8月の休日応急診療医療機関が都合により一部変更になりました。       

　 8/13（日）鏑木クリニック ⇒ 山王病院

　 8/20（日）内科宮本医院 ⇒ 阿部田病院
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早
苗
饗
の
ひ
び
き
う
す
れ
し
世
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
関　

く
に

校
庭
の
声
透
き
と
ほ
る
青
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

秀
子

石
に
鳴
る
水
音
軽
き
五
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
坂　

洋
子

蜘
蛛
の
囲
の
蜘
蛛
ふ
ん
ば
っ
て
風
を
受
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　

信
子

声
か
け
て
日
々
の
挨
拶
茄
子
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
後　

礼
子

藍
色
の
暖
簾
揺
れ
ゐ
る
菖
蒲
茶
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
崎　

い
ま

一
杓
に
服
加
減
す
る
緑
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君
島
真
理
子

八
十
歳
区
よ
り
の
祝
新
樹
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林　

て
る

浮
苗
を
挿
す
た
ひ
ら
か
な
水
を
踏
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山　
　

昭

　
　

短　

歌

【
真
壁
短
歌
会
】

た
い
せ
つ
な
友
の
い
く
た
り
身み

罷ま
か

り
て
想
い

出
の
み
を
残
し
く
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

君
江

若
葉
映
る
蹲つ

く

踞ば
い

に
水み

欲
み
す
る
鵯
の
朝
の
光

を
折
々
は
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

栄
子

見
上
ぐ
れ
ば
五
月
の
空
を
花
ゆ
れ
て
藤
見
会

た
の
し
友
ら
老
ゆ
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
村　

ヤ
ス

　

日
盛
り
の
暑
さ
を
避
け
て
夕
方
か
ら
行

わ
れ
る
夜
間
試
合
（
主
に
野
球
）
は
、
ナ

イ
タ
ー
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
典

型
的
な
和
製
英
語
で
す
。
英
語
で
は
ナ
イ

ト
・
ゲ
ー
ム
（n

ig
h
t g
a
m
e)

と
し
か
い

い
ま
せ
ん
。
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
は
、
毎
年

４
月
ご
ろ
か
ら
10
月
ご
ろ
ま
で
で
す
が
、

俳
句
で
は
夏
の
季
語
。
榎
本
冬
一
郎
の

句
「
ナ
イ
タ
ー
の
投
手
最
も
照
ら
さ
れ
る
」

に
は
、
テ
レ
ビ
中
継
で
は
味
わ
え
な
い
臨

場
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
大
リ
ー
グ
で
初
め
て
ナ
イ

ト
・
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
の
は
、
１
９
３
５

（
昭
和
10
）
年
。
日
本
で
は
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
８
月
、
横
浜
の
ゲ
ー
リ
ッ
ク
球

場
（
現
在
の
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
の

巨
人
対
中
日
戦
が
、
プ
ロ
野
球
初
の
ナ
イ

タ
ー
で
し
た
。
後
楽
園
球
場
（
現
在
の
東

京
ド
ー
ム
）
に
夜
間
照
明
が
完
成
し
た
の

は
、１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
７
月
で
「
ナ

イ
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
そ
の
こ
ろ
か
ら

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
ホ
ー

マ
ー
（h

om
er

）
と
い
う
の
も
和
製
英
語

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
来

の
英
語
。「
ナ
イ
タ
ー
」
と
い
う
和
製
英

語
は
、
案
外
「
ホ
ー
マ
ー
」
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

桜
川
文
芸

　

ナ
イ
タ
ー

荒
れ
山
に
神
の
な
せ
し
か
山
桜
の
ふ
え
て
霞

の
ご
と
咲
き
満
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

要

「
火
祭
り
」
の
笠
間
に
て
求
め
し
湯
呑
み
の

肌
の
白
く
濁
れ
る
素
朴
を
愛
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本
よ
し
子

音
も
な
く
く
ず
る
る
け
は
い
牡ぼ

う

丹た
ん

の
一
輪
差

し
は
花は

な

片び
ら

に
埋
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

和
子

【
一
般
投
稿
】

水
田
に
早
乙
女
達
の
声
も
な
く
機
動
で
進
む

早
苗
見
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根　

木
藤　

と
み

桜
川
市
誕
生
祝
「
紫
会
」
舞
披
露
寿
の
舞
に

樂
し
き
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

西
小
塙　

小
山　

ユ
ミ

　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

む
す
め
浴
衣
を　

そ
ろ
り
と
撫
ぜ
て

風
は
祇
園
を　

す
り
ぬ
け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

建
正

海
が
賑
わ
う　

眩
し
い
水
着

男
波
女
波
が　

弄
も
て
あ
そ

ぶ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　
　

哲
人

あ
れ
も
こ
れ
も
と　

願
い
を
込
め
て

吊
す
短
冊　

星
ま
つ
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
き
み
子

言
葉
の

履
歴
書

　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
河
」
岩
瀬
俳
句
会
】

双
蝶
の
解ほ

う

れ
し
天
を
頒
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

凡
鏡

少
年
の
背
丈
す
ら
り
と
夏
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
と
う
女

喪
の
帯
を
解
き
て
し
ば
ら
く
初
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
平　

房
女

短
夜
の
風
音
亡は

母は

の
声
も
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
色
寿
美
女

孫
の
絵
に
光
る
金
紙
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

勅
彦

春
寒
し
風
の
鳴
ら
せ
る
祈
願
絵
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
谷　

充
女

熊
谷
草
己
の
重
さ
知
り
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
喜
与
子

つ
ば
く
ろ
や
緑
に
ひ
ろ
げ
し
置
き
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
き
し
の

【
茂し

げ

山や
ま

俳
句
会
】

ふ
る
里
は
先
代
の
ま
ま
桐
の
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

幸
子

若
葉
し
て
青
葉
し
て
山
ふ
く
ら
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見　

菊
江

春
惜
し
む
足
湯
の
膝
に
諸
手
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
倉　

寂
峰

風
の
尾
を
引
き
ず
っ
て
い
る
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　

祥
雲

水
馬
水
面
凹
ま
す
重
さ
あ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
沢
静
夫

ど
く
だ
み
の
漆
黒
に
浮
く
十
字
の
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

芳
江

大和中央公民館図書室

書図 案 内刊新BOOK INFORMATION
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《児童図書》

神のちからっ子新聞　　　　　　　　　さくらももこ

ももこの２１世紀日記　　　　　　　　さくらももこ

《一般図書》　　

ズッコケ中年三人組　　　　　　　　　那須　正幹

家の暗号　　　　　　　　　　　　　　樹門　幸宰

甲子園への遺言　　　　　　　　　　　門田　隆将

明日の記憶　　　　　　　　　　　　　荻原　　浩

猿屋形　　　　　　　　　　　　　　　高橋　義夫

ふぶけども　　　　　　　　　　　　　小嵐九八郎

カタコンベ　　　　　　　　　　　　　神山　裕右

逢魔が源内　　　　　　　　　　　　　菊地　秀行

さくらがわ　2006.7.1

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

どうぶつ絵本シリーズ ( 全６巻）　　　　ピエール･コラン /マリー･ジョゼ･サクレ

日本の神話 ( 全 10 巻）　　　　　　　　西野　綾子

金子みすず　花の詩集 ( 全３巻）　　　　絵・よしだみどり

落語絵本 ( 全 10 巻）　　　　　　　　　川端　　誠

私の頭の中の消しゴム（コミック）　　 星野　正美

のだめカンタービレ（1～ 14巻）　　　二ノ宮和子

忍者サノスケじいさん（全 5巻）　　　 なすだみのる・あべはじめ

《一般図書》

東京タワー（オカンとボクと、時々、オトン）　　リリー・フランキー

茨城の建築探訪　　　　　　　　　　　中村　哲夫

ママの手作り布絵本　　　　　　　　　煤孫　勇夫

ハリー・ポッターと謎のプリンス（上・下）　　J・K・ローリング

ケンタロウの 10分ごはん　　　　　　　ケンタロウ

グッチ裕三のスマイルクッキング　　　グッチ裕三

病気にならない生き方　　　　　　　　新谷　弘海

【今月のおすすめ】

筑波山愛ものがたり　佐賀純一

貸出期間　 本：2週間（1人 5冊）／

　　　　　 ビデオ：1週間（1人 1本）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 55 － 0159

岩瀬中央公民館図書室
《児童図書》

自然のしくみ　地球のちから（前期 5巻）　

①やまをつくったもの　やまをこわしたもの

②かわはながれる　かわははこぶ

③うみはおおきい　うみはすごい

④あめ、ゆき、あられ　くものいろいろ

⑤ささやくかぜ　うずまくかぜ　　　　絵と文　かこさとし

《一般図書》

笑う顔には福来る　　　　　　　　　　藤井　輝明

いつも旅のなか　　　　　　　　　　　角田　光代

白夜行　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾

アッコちゃんの時代　　　　　　　　　林　真理子

東京タワー　　　　　　　　　　　　　リリー・フランキー

まっすぐに。　　　　　　　　　　　　青木あざみ

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

きいろいゾウ　　西　加奈子

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

ハリーポッターと謎のプリンス（上・下）
J・K・ローリング



わが家の笑顔

　つくば渓
けい

流
りゅう

会
かい

のみなさんが、真壁町羽
は

鳥
とり

地内の

男
み な の

女川
がわ

に、山女魚の稚魚を放流しました。

　これは、つくばの自然を愛し、そこに生息する魚の

保護・育成および釣り人の資質の向上を図ることを目

的とするもので、同会が 35年前から続けている事業

です。当日は、会員とその家族のみなさんが 5千匹

の稚魚を放流しました。 

わが家の笑顔

【表紙】 つくばの自然に山
や

女
ま

魚
め

の稚魚を放流

発行：桜川市 /月２回 (１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111(代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田1023 番地
ホームページ http://city.sakuragawa.lg.jp
Eメール in fo@c i t y . s aku r agawa . l g . j p

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課

　

（　

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

お父さんからひとこと

  いつもニコニコ、お店

の看板娘＆息子です。外

遊びが大好きな星那とお

姉ちゃんが大好きな要。

　素直でやさしい子に

育ってね。

　
　

ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド
茨
城
県

大
洗
水
族
館
に
、
桜
川
市
産

み
か
げ
石
の
イ
ル
カ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
水
族
館
は
、
大
洗
沖
で
親
潮
と
黒
潮
が
出
合
い

寒
流
・
暖
流
系
に
棲
む
魚
た
ち
が
出
会
う
こ
と
か
ら
「
出

会
い
の
海
の
大
水
槽
」
な
ど
を
設
置
運
営
。
今
回
、
記

念
撮
影
す
る
場
所
が
な
い
な
ど
の
声
を
受
け
、
入
り
口

付
近
に
イ
ル
カ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
メ
イ
ン
と
し
た
広

場
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
同
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
、
真
壁
石
材
協
同
組
合
の
協
力
で
茨
城

県
真
壁
石
工
技
能
士
会
と
真
壁
石
燈
籠
伝
統
工

芸
士
会
が
製
作
に
当
た
り
ま
し
た
。
近
く

に
お
出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洗
水
族
館
に

桜
川
市
産
み
か
げ
石
の

イ
ル
カ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

お母さんからひとこと

  ワンパク盛りの子供た

ち。いつも元気をくれて

ありがとう。

　これからもよろしく

ね。

若
わか

松
まつ

 星
せ

那
な

ちゃん（右）

 平成 15年７月５日生

若
わか

松
まつ

 要
かなめ

ちゃん（左） 

 平成 17 年８月３日生

( 真壁町真壁地区 )

瀬
せ

畠
ばた

 雄
ゆう

斗
と

ちゃん（右）

 平成 11年３月７日生

瀬
せ

畠
ばた

 吏
り

樹
き

斗
と

ちゃん（左）

 平成 13年１月５日生

瀬
せ

畠
ばた

 寧
ね

々
ね

ちゃん（中央）

 平成 14年９月 12日生

( 本木地区 )


